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社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

その他
　学術賞受賞

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

石原 淳・教授 長瀬研究振興賞 長瀬科学技術振興財団
自己会合型触媒を用いる複雑
な多環性天然物の迅速合成

福田 隼・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「新規脂肪
酸代謝物レゾルビンTシリーズの構造決定と安
定等価体の創製」

小嶺敬太・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「ラジカル反応
を用いた革新的ビシクロ骨格構築法の開発と
天然物の合成研究」

研　究　題　目

石原 淳・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「ルイス酸
テンプレートを基軸とする多官能基化環状化
合物の効率的合成とその応用展開」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

石原 淳・教授
公益財団法人 長瀬科学技術振興
財団

代表
2020年度研究助成「自己会合型触媒を用いる
複雑な多環性天然物の迅速合成」

福田 隼・准教授 武田科学振興財団 代表
「レゾルビン類の構造特性に基づく標的タン
パク質の探索」

福田 隼・准教授 世話人 天然物化学談話会 世話人会

石原　淳・教授 世話人 複素環化学討論会

石原　淳・教授 世話人 天然有機化合物討論会 世話人会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

石原　淳・教授 第118回有機合成シンポジウム実行委員 有機合成化学協会
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